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子どもは学校・地域の宝 
 明けましておめでとうございます。 

新しい年が明けて学校にも子ども達の元気な声が戻ってきました。昨年中は直江津小学校の創

立 150周年にあたり保護者・地域の皆様から多くの寄附金をはじめ心温まるお力添えをいただき

ました。おかげさまでコロナ禍ではありましたが子どもたちにとっても記念に残る年となりまし

た。心より感謝申し上げます。そして今年は 4月から古城小学校と統合となります。令和時代の

直江津小学校の新たなスタートの年です。どうぞ、これからも当校の教育活動に変わらぬご理解

とご支援をお願いいたします。 

 子どもたちに３学期始業にあたり次のような講話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 全校の皆さん 明けましておめでとうございます。（前略） 

 直江津小学校には「宝」があります。何だかわかりますか？  

 「ベヒシュタインピアノ」「校舎」です。（児童）そうですね。 

ベヒシュタインピアノは直江津小学校の宝です。大みそかにテレビでも放映されました。番組を

見た人は手をあげて見てください。 （多数挙手） 

 

 実はまだ「お宝」があります。 

そのお宝というのは「皆さん自身です。」みなさん一人一人が直江津小学校の凄いお宝なんです。

私から見ると皆さんはいろいろな宝石に見えます。まだ、宝石の原石ですが、皆さんには無限の

可能性が秘められています。一人一人が自分の夢を実現していくとしたら凄いことになります。 

（ここで、ダイヤの原石：下左とカットしたあとのダイヤの写真：下右を見せました。） 

  ダイヤモンドの原石は磨かれることによって輝きます。みなさんも自分の目標をもって努力し

たり、友達と切削琢磨したりして成長することで光り輝く宝石になれます。様々な可能性を秘め

た原石です。ですから、皆さん一人一人には凄い価値があるのです。 

「みなさんは学校と地域のかけがえのない宝です。」 

自分と仲間を大切にして３学期の一日一日を有意義に過ごしましょう。 

  

 
 

カットしたダイヤモンド 

原石を磨いて光り輝く 

（自助努力と切磋琢磨） 

ダイヤモンドの原石 

原石には不変の価値が

ある 

子どもたちは無限の可能

性を秘めた様々な宝石の

原石です。一人一人がか

けがえのない存在です。 

校長 長谷川明寿 



 

 

 

 １月７日（金）に第３学期始業式が行われ 

ました。昨年中はたいへんお世話になりました。 

本年もよろしくお願いいたします。 

始業式の日は、全校児童が登校しました。 

冬休みの課題など荷物を抱えながら、笑顔で 

登校する子どもたちが多かったです。中には、 

生活のリズムが乱れてしまい眠そうな子ども 

もいましたが、友達に会うと嬉しそうに元気 

に言葉を交わしている姿が見られました。 

 創立１５０周年記念事業として、体育館用 

の「ジェットヒーター」を一台購入させてい 

ただきました。今までは、冬の体育館の式典 

で６台の「ブルーヒーター」で暖をとってい 

ましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防 

止のため、常時窓を開け換気をしなければな 

りません。そこで、換気しても寒くないよう 

に「ジェットヒーター」をお預かりした寄付 

金で購入しました。始業式で早速、使用させ 

ていただきました。体育館がとても暖かくな 

ります。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 運動会の本部や来賓用に使用していた大型 

のテントがだいぶ古くなり、柱が曲がってい 

るものもありました。だまし、だまし、使っ 

ていました。 

 そこで、テントの屋根部分に「直江津小学 

校 150周年記念」と大きく名入れしたテント 

を購入させていただきました。一部アルミを 

使い、重量も少し軽くなり扱いやすいです。 

 令和４年度の汐なり運動会でお披露目いた 

します。ぜひ、ご覧ください。 

 

150周年事業⑨ 1月７日（金）第 3学期始業式 
～体育館の換気をしても あったか・あったか～  

150周年事業⑩ 
～「直江津小学校 150周年記念」名入れ大型テント購入～  

テントのイメージ 

直江津小学校 

創立１５０周年記念 

２年振りに、校歌を３

番まで歌いました。 

ジェットヒーターで暖

をとる子ども 



心を込めて書きました 校内書初め展 

１月２８日（金）まで 

直江津小学校心プロジェクト  

 

「おはよう！」 

「今日も、元気？」「ゆっくり眠れた？」「いい一日になるといいね。」 

「おはよう」の一言に、たくさんの思いが込められています。「おはよう」と声を掛ける時

に顔色や表情をみとったり、返ってくる「おはよう」の中に体や心の状態を感じ取ったり

します。朝、家族で交わす「おはよう。」「おはようございます。」の挨拶、大切にしたいで

すね。「おはよう」に笑顔をそえて、いい一日のスタートにしたいものですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新春と言えば書き初めです。３学期始めに書き初めを

すると、文字のバランスを意識しながら練習した冬休み

中の成果がよくあらわれます。 

筆の音だけがす～っと響き、しーんと静まった空間の

中にただよう緊張感のある書き初めの様子です。 

校内書初め展は、１月１８日（火）～１月２８日

（金）までです。各教室のオープンスペースに掲示して

います。 

 

ある子育ての先輩のお話 

今思えば反抗期だったのでしょうか。娘と私は、意見が合わずに険悪なムードで

一日を終えることもよくありました。「こんな関係のままではいけない。何かでき

ることはないか？」私は、「新しい日のスタートである朝を変えよう。『おはよう。』

と言うことならできる。」と考えました。早速、翌朝から始めました。「おはよう。」

「・・・」娘は、黙ったままで朝食を取ることもありました。でも、毎朝続けまし

た。 

それから３年程経った頃でしょうか。娘がふと、「お母さんは、毎朝必ず『おは

よう。』って言ってくれたよね。」と話し出しました。「思いが伝わっていた！」嬉

しい瞬間でした。 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=91ZGyA3E&id=C1C8AB9030BAE67DD2C428DA8AC3B6ABAA471B66&thid=OIP.91ZGyA3E05HoV3dKvhE5bAHaFj&mediaurl=https%3a%2f%2fwww.sozailab.jp%2fdb_img%2fsozai%2f45786%2f9c75ccaa302ba30d9e1d64d10bed868c.jpg&exph=480&expw=640&q=%e9%a3%be%e3%82%8a%e6%9e%a0++%e8%8a%b1&simid=608013008150157266&FORM=IRPRST&ck=C889ADD114F05FA52CC2B643B4F64C5B&selectedIndex=171


令和４年のスタートです 1月の様子・・・ 
 

 

 

 

 【１年生：体育】 

体育館の寒さに負けず、「なわとび運動」

に励んでいます。２月９日（水）には、全

校で長縄記録会が予定されています。なか

よし班で八の字連続跳びにチャレンジで

す。３分間に何人跳ぶべるか人数を記録し

ます。練習の時よりもたくさん跳べるよう

に練習しています。 

 

【２年生:算数】 

 「１０００より大きな数の表し方」を

学習しています。「１０００を２個あつめ

た数を二千といいます。二千と三百と四

十と六を合わせた数を２３４６と書き、

二千三百四十六と読みます。」仲間と学び

合いながら学習を進めています。 

【６年生：業間の休み時間】 

 降雪前は、どの学年よりもいち早く体育館

やグラウンドに飛び出し、サッカーやボルダ

リング、ボール投げ、鬼ごっごなど仲間と遊

ぶ姿が見られました。 

雪が降ると外でなかなか遊べません。ま

た、体育館遊びの割り当て曜日も決まってい

ます。そこで、学級での遊びを「クラス会

議」等で話し合い、ウノやトランプ、ルービ

ックキューブなどで遊べるようにしました。 

知恵を出し合い、みんなとさらに仲よくな

れる遊びを考えたようです。 

ルービックキューブの完成する早さは、目

を見張ります。 


